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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公開番号】特開2020-76920(P2020-76920A)
【公開日】令和2年5月21日(2020.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2020-020
【出願番号】特願2018-211557(P2018-211557)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1337   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/18     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/023    (2019.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ   33/02     　　　　
   Ｈ０１Ｌ   27/32     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1337   ５２０　
   Ｇ０２Ｆ    1/13363  　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５０５　
   Ｂ３２Ｂ   27/18     　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ    7/02     １０３　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３１３　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３６５　

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月12日(2021.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重合性液晶化合物および二色性色素を含む重合性液晶組成物の硬化物である垂直配向液
晶硬化膜と、水平配向位相差フィルムとを含む積層体であって、
　前記二色性色素として波長４００～７５０ｎｍの間に極大吸収を有する少なくとも１種
の二色性色素を含み、
　前記垂直配向液晶硬化膜が、重合性液晶化合物が該液晶硬化膜平面に対して垂直方向に
配向した状態で硬化した重合性液晶組成物の硬化物であり、かつ、下記式（１）および下
記式（２）を満たす積層体。
　０．００１≦ＡｘＣ≦０．３　　　（１）
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　ＡｘＣ（ｚ＝６０）／ＡｘＣ＞２　　　（２）
〔式（１）および（２）中、ＡｘＣ、ＡｘＣ（ｚ＝６０）は、いずれも垂直配向液晶硬化
膜の波長４００～７５０ｎｍの吸収極大波長における吸光度であって、
　ＡｘＣは、ｘ軸方向に振動する直線偏光の吸光度を表し、ＡｘＣ（ｚ＝６０）は、ｙ軸
を回転軸として前記垂直配向液晶硬化膜を６０°回転させたときのｘ軸方向に振動する直
線偏光の吸光度を表し、
　ここで、ｘ軸は垂直配向液晶硬化膜の面内における任意の方向、ｙ軸は膜面内において
ｘ軸に垂直な方向、ｚ軸は垂直配向液晶硬化膜の厚み方向を意味する。〕
【請求項２】
　水平配向位相差フィルムが下記式（３）を満たす請求項１に記載の積層体。
　ＲｅＡ（４５０）／ＲｅＡ（５５０）＜１．００　　　（３）
〔式（３）中、ＲｅＡ（λ）は波長λｎｍにおける水平配向位相差フィルムの面内位相差
値を表し、ＲｅＡ（λ）＝（ｎｘＡ（λ）－ｎｙＡ（λ））×ｄＡである（式中、ｎｘＡ
（λ）は水平配向位相差フィルム面内における波長λｎｍでの主屈折率を表し、ｎｙＡ（
λ）はｎｘＡと同一面内でｎｘＡの方向に対して直交する方向の波長λｎｍでの屈折率を
表し、ｄＡは水平配向位相差フィルムの膜厚を示す）。〕
【請求項３】
　水平配向位相差フィルムが式（４）を満たす、請求項１または２に記載の積層体。
　１２０ｎｍ≦ＲｅＡ（５５０）≦１７０ｎｍ　　　（４）
〔式（４）中、ＲｅＡ（λ）は上記と同じ意味である。〕
【請求項４】
　水平配向位相差フィルムが、重合性液晶化合物を含む重合性液晶組成物の硬化物であっ
て、重合性液晶化合物が該位相差フィルム平面に対して水平方向に配向した状態で硬化し
てなる硬化物である、請求項１～３のいずれかに記載の積層体。
【請求項５】
　垂直配向液晶硬化膜の膜厚が０．２～３μｍである、請求項１～４のいずれかに記載の
積層体。
【請求項６】
　垂直配向液晶硬化膜が下記式（５）を満たす、請求項１～５のいずれかに記載の積層体
。
　ＲｔｈＣ（４５０）／ＲｔｈＣ（５５０）＜１．００　　　（５）
〔式（５）中、ＲｔｈＣ（λ）は、波長λｎｍにおける垂直配向液晶硬化膜の膜厚方向の
位相差値を表す。〕
【請求項７】
　垂直配向液晶硬化膜を形成する重合性液晶組成物が二色性色素として少なくとも１種の
アゾ色素を含む、請求項１～６のいずれかに記載の積層体。
【請求項８】
　垂直配向液晶硬化膜を形成する重合性液晶組成物が二色性色素として少なくとも１種の
アゾ色素を含み、該垂直配向液晶硬化膜が下記（６）および下記（７）のいずれか一方を
満たす、請求項１～７のいずれかに記載の積層体。
波長４００ｎｍ以上５５０ｎｍ未満の間に極大吸収を有し、波長５５０ｎｍ以上７００ｎ
ｍ以下の間に極大吸収がない　　　（６）
波長５５０ｎｍ以上７００ｎｍ以下の間に極大吸収を有し、波長４００ｎｍ以上５５０ｎ
ｍ未満の間に極大吸収がない　　　（７）
【請求項９】
　有機ＥＬ表示装置用として使用される、請求項１～８のいずれかに記載の積層体。
【請求項１０】
　重合性液晶化合物および二色性色素を含む重合性液晶組成物の硬化物であり、
　前記重合性液晶化合物が該液晶硬化膜平面に対して垂直方向に配向した状態で硬化して
なる垂直配向液晶硬化膜であって、
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　前記二色性色素として波長４００～７５０ｎｍの間に極大吸収を有する少なくとも１種
の二色性色素を含み、下記式（１）および下記式（２）を満たす、垂直配向液晶硬化膜。
　０．００１≦ＡｘＣ≦０．３　　　（１）
　ＡｘＣ（ｚ＝６０）／ＡｘＣ＞２　　　（２）
〔式（１）および（２）中、ＡｘＣ、ＡｘＣ（ｚ＝６０）は、いずれも垂直配向液晶硬化
膜の波長４００～７５０ｎｍの吸収極大波長における吸光度であって、
　ＡｘＣは、ｘ軸方向に振動する直線偏光の吸光度を表し、
　ＡｘＣ（ｚ＝６０）は、ｙ軸を回転軸として前記垂直配向液晶硬化膜を６０°回転させ
たときのｘ軸方向に振動する直線偏光の吸光度を表し、
　ここで、ｘ軸は垂直配向液晶硬化膜の面内における任意の方向、ｙ軸は膜面内において
ｘ軸に垂直な方向、ｚ軸は垂直配向液晶硬化膜の厚み方向を意味する。〕
【請求項１１】
　垂直配向液晶硬化膜が配向促進剤を含む、請求項１０に記載の垂直配向液晶硬化膜。
【請求項１２】
　垂直配向促進剤として非金属原子からなるイオン性化合物を含む、請求項１０または１
１に記載の垂直配向液晶硬化膜。
【請求項１３】
　垂直配向促進剤として非金属原子からなるイオン性化合物を含み、該イオン性化合物の
分子量が１００以上１０，０００以下である、請求項１０～１２のいずれかに記載の垂直
配向液晶硬化膜。
【請求項１４】
　垂直配向促進剤として非イオン性シラン化合物を含む、請求項１０～１３のいずれかに
記載の垂直配向液晶硬化膜。
【請求項１５】
　垂直配向促進剤として非イオン性シラン化合物を含み、該非イオン性シラン化合物がシ
ランカップリング剤である、請求項１０～１４のいずれかに記載の垂直配向液晶硬化膜。
【請求項１６】
　垂直配向促進剤として非イオン性シラン化合物とイオン性化合物とを含む、請求項１０
～１５のいずれかに記載の垂直配向液晶硬化膜。
【請求項１７】
　下記式（５）を満たす、請求項９～１６のいずれかに記載の垂直配向液晶硬化膜。
　ＲｔｈＣ（４５０）／ＲｔｈＣ（５５０）＜１．００　　　（５）
〔式（５）中、ＲｔｈＣ（λ）は、波長λｎｍにおける垂直配向液晶硬化膜の膜厚方向の
位相差値を表す。〕
【請求項１８】
　二色性色素として少なくとも１種のアゾ色素を含む、請求項９～１７のいずれかに記載
の垂直配向液晶硬化膜。
【請求項１９】
　二色性色素として少なくとも１種のアゾ色素を含み、下記（６）および下記（７）のい
ずれか一方を満たす、請求項９～１８のいずれかに記載の垂直配向液晶硬化膜。
波長４００ｎｍ以上５５０ｎｍ未満の間に極大吸収を有し、波長５５０ｎｍ以上７００ｎ
ｍ以下の間に極大吸収がない　　　（６）
波長５５０ｎｍ以上７００ｎｍ以下の間に極大吸収を有し、波長４００ｎｍ以上５５０ｎ
ｍ未満の間に極大吸収がない　　　（７）
【請求項２０】
　有機ＥＬ表示装置用として使用される、請求項９～１９のいずれかに記載の垂直配向液
晶硬化膜。
【請求項２１】
　基材と、請求項９～２０のいずれかに記載の垂直配向液晶硬化膜とを含む積層体であっ
て、基材と垂直配向液晶硬化膜とが隣接して存在する積層体。
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【請求項２２】
　請求項１～９のいずれかに記載の積層体または請求項２１に記載の積層体と偏光フィル
ムとを含む、楕円偏光板。
【請求項２３】
　積層体中の水平配向位相差フィルムの遅相軸と、偏光フィルムの吸収軸との成す角が４
５±５°である、請求項２２に記載の楕円偏光板。
【請求項２４】
　請求項２２または２３に記載の楕円偏光板を含む、有機ＥＬ表示装置。
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